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本書について
「rekordboxイントロダクション」および「操作説明書」もあわせてお読みください。

• 本書では、rekordbox画面内に表示されているボタン名やメニュー名などを、[ ]で囲んで記載しています。
（例：[BPM]、[コレクション]画面）

• 本書で説明している手順については、OSのバージョン、ウェブブラウザの設定などにより記載の動作と
異なる場合がありますが、ご了承ください。

• 本書で説明しているrekordboxの画面の言語が、実際の画面の言語と異なる場合がありますが、ご了承く
ださい。

• rekordboxの仕様、デザイン等は改良のため予告なく変更することがあり、本書の説明と異なる場合があ
ります。
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はじめに
EDITモードでは、DJパフォーマンスしやすくするために、事前に楽曲を編集しておくことができます。イ
ントロやアウトロの延長や、間奏の複製や削除など、楽曲の構成を簡単な操作で変えることができます。
ご契約のプランによっては、ご使用いただけない機能があります。プランについて詳しくは、rekordboxサイ
トをご覧ください。
rekordbox.com/ja/
：ご契約のプランでは、ご使用いただけない機能

rekordbox ver. 6.1.0以前のバージョンをお使いの場合は、EDITモードを使用することができません。最新
バージョン（6.1.1以上）にアップデートしてください。

EDITモードでは、次のコンテンツは編集できません。

• ビデオファイル

• ストリーミング楽曲
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EDITモードの画面について
画面左上でEDITモードになっていることを確認してください。

1. プロジェクト名

2. [EDIT]モードを選びます。

3. 新規プロジェクトの作成

現在開いているプロジェクトを閉じて、画面をクリアします。

4. プロジェクトの保存（14 ページ）

5. オーディオファイルへの書き出し（15 ページ）

6. 再生位置がタイムラインの先頭に移動します。

7. 再生／一時停止

8. ループ再生のオン／オフ

オン（オレンジ色）の状態で再生すると選択範囲内でループします。

9. クオンタイズ

選択の最少単位（1拍/4拍）を指定します。

10. トラック情報パネル（7 ページ）
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EDITモードの画面について
11. 小節の番号

ドラッグして左右に移動すると、表示している拡大波形の位置を送ったり、戻したりできます。

ここでクリックすると、再生位置を指定できます。

12. 拡大波形

ここでクリックすると、選択位置を指定できます。

13. 拡大波形のズーム倍率を変更

• ：アイコンを非表示にします。

• [RST]：基準の状態に戻します。

14. ブラウザーパネルの表示（8 ページ）

15. アクションパッド[BEAT SELECT]パネル（9 ページ）／[SELECT]パネル（10 ページ）

16. アクションパッド[EDIT]パネル（10 ページ）

17. アクションパッド[PALETTE]パネル（12 ページ）
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EDITモードの画面について

• 次のトラックは、EDITモードのデッキにロードできません。

‒ 未インポート楽曲
‒ 未解析楽曲
‒ [デバイス]カテゴリの楽曲

• EDITモードのデッキでは、アクティブセンサー指定のマーク、フレーズやボーカルの情報は表示しませ
ん。

1. トラックのアートワーク

マウスをあてるとが表示され、クリックすると、トラックをアンロードできます。

2. トラック名

3. 選択範囲

4. マウスオーバーした位置の時間、小節

5. トラックの時間

6. キー

7. BPM

ご注意
• トラックをロードすると、BPMは一定に調節されます。ダイナミック解析や、[GRID]パネルでグリッド間隔を部分
的に調節したトラックの場合、再生中の楽曲の一部が元の楽曲とは異なった音声やBPMになることがあります。

トラック情報パネル

1 2 3 4 5 6 7
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編集する
ブラウザーパネルからトラック（コレクションに登録している楽曲）をデッキにロードして、トラック内の
指定した範囲の波形を複製、コピー、切り取り、削除、ミュートなどすることができます。
編集した内容は、コレクション内のトラックには反映されません。編集したトラックをオーディオファイル
に書き出し（ ）てから、DJプレイに使用することができるようになります。
また、編集内容をプロジェクトとして保存しておくことで、再度編集を加えることができます。

編集したい曲を選ぶ

1 [BROWSER]タブをクリックして、ブラウザーパネルを開く。

2 コレクションからトラックを選ぶ。

編集したい曲をダブルクリックします。

• グリッド、HOT CUE、Memory Cue、アクティブセンサーの情報もロードされますが、編集すること
はできません。

• フレーズやボーカルの解析情報はロードしません。

• EDITモードで編集済のトラックは、[ ]が表示されます。

3 [BROWSER]タブをもう一度クリックして、ブラウザーパネルを閉じる。
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編集する
編集したい範囲を選択する
範囲を選択するには、拡大波形上をドラッグします。または、開始位置を選んだ後、Shiftキーを押しながら
終了位置をクリックしても選択できます。選択範囲の小節の長さ、拍の長さ、時間が表示されます。

選択した位置より、数字の拍数分の範囲を指定します。

[BEAT SELECT]パネルを使って範囲を指定する
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編集する

選択範囲の長さを倍に調整することができます。

1. 選択範囲の長さを半分にします。

2. 選択範囲の長さを2倍にします。

3. 選択範囲をキャンセルします。

選択した範囲を使って、楽曲を編集します。

1. 選択範囲をコピーして、選択範囲の後に挿入します。

2. 選択範囲をコピーします。

3. コピーした選択範囲を別の選択位置に上書きします。

[SELECT]パネルを使って選択範囲の長さを変更する

[EDIT]パネルを使って楽曲を編集する

21 3

65 7 8

21 3 4
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編集する
4. コピーした選択範囲を別の選択位置に挿入します。

5. 選択範囲をトラックから削除します。

6. 選択範囲を無音にします。

7. 編集した１つ前の状態に戻ります。

8. [UNDO]をする前の状態に戻ります。

ヒント
• 画面左上の[編集]メニューや右クリックから項目を選んで編集することもできます。
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編集する

選択した範囲を[PALETTE]パネル内にドラッグ＆ドロップして、保管します（1曲あたり100個まで）。

1. [PALETTE]パネルを非表示にします。もう一度クリックするとパネルが再度表示されます。

2. 保管した範囲を削除する画面に切り替えます。

各範囲の削除ボタンで削除します。

3. 保管した範囲のタイトルを入力することができます。

4. 保管した範囲を再生/停止します。

波形上をクリックして再生することもできます。

5. 選択範囲を[PALETTE]に保管します。

[PALETTE]パネルに選択範囲を保管する

1

3

4

5

2
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編集する

[PALETTE]パネル内の挿入したい波形をドラッグして、拡大波形内の挿入したい位置にドロップします。
挿入した位置が新たな選択範囲になります。

ヒント
• 画面左上の[編集]メニューから[挿入]を選ぶこともできます。
• 拡大波形内の挿入したい位置で右クリックして、[挿入]を選ぶこともできます。

[PALETTE]パネルから選択範囲を楽曲に挿入する



14

編集する
編集した内容をプロジェクトとして保存する
編集した内容をプロジェクトとして保存しておくことで、次回続きから、またはプロジェクトを選んで編集
することができます。

1 画面左上の をクリックする。

初回の保存では、プロジェクトの保存先のフォルダが開きます。プロジェクト名を指定し、編集した内
容をプロジェクトに保存します。
既に保存されている場合は、上書きされます。

ヒント
• 画面左上の[ファイル]メニューから[保存]を選ぶこともできます。既に保存されているプロジェクトとは別名で保存
するときは、[別名で保存]を選びます。

• プロジェクトファイルは、以下には対応していません。
‒ Cloud Library Sync
‒ ライブラリのバックアップ

• トラックがデッキにロードされている状態で、別のトラックをロードしようとすると、今までの編集内容を保存する
かどうかのメッセージが表示されます。

画面左上のプロジェクト名をクリックすると、最近使ったプロジェクトがリスト表示されます。
保存先のフォルダによらず、新しい順に表示されます。
プロジェクトを選ぶと、自動的にデッキへトラックをロードして編集できるようになります。

ヒント
• 画面左上の[ファイル]メニューから[最近編集したプロジェクトを開く]を選ぶと、最近使ったプロジェクトがリスト
表示されます。[プロジェクトを開く]を選ぶと、最後にプロジェクトを保存したフォルダが開きます。

• 最近使ったプロジェクトのリスト表示には、最大20個まで表示します。

ご注意
• コレクションから削除したトラックのプロジェクトは開けません。

保存した編集内容（プロジェクト）を開く
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編集する
編集したトラックをオーディオファイルとして書き出す
編集した内容を含むトラックでDJプレイする場合は、オーディオファイルに書き出すとコレクションに登録
され、使用することができます。編集元の楽曲のHOT CUEやMemory Cue、グリッド情報、アクティブセ
ンサーなども引き継いで書き出しできます。ただし、フレーズやボーカルの解析情報は引き継がれません。
再解析を行ってください。

ご注意
• 書き出しは、Creativeプランを契約することでご利用できます。

1 画面左上の をクリックする。

[オーディオファイルに書き出し]画面が表示されます。

2 トラック名、アーティスト名を入力して、保存先、ファイル形式、サンプルレートまたは
ビットレートを選ぶ。

3 [書き出し]をクリックする。

オーディオファイルの書き出しが始まります。
書き出したオーディオファイルは、自動的にコレクションにインポートされます。

ヒント
• 画面左上の[ファイル]メニューから[オーディオファイル書き出し]を選ぶこともできます。

ご注意
• 180分以上のトラックは書き出しできません。
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その他

メニュー項目一覧
rekordboxのバージョンやご契約のプランによっては、項目が表示されないことがあります。
rekordboxサイトの「rekordbox操作説明書」もあわせてご覧ください。

| [ファイル]メニュー
• [最近編集したプロジェクトを開く]

• [プロジェクトを開く]

• [保存]

• [別名で保存]

• [オーディオファイル書き出し]

| [編集]メニュー
• [選択範囲]

• [パレットに追加]

• [複製]

• [コピー ]

• [切り取り]

• [貼り付け]

• [挿入]

• [削除]

• [クリアー ]

• [元に戻す]

• [やり直す]

こんなときは
操作方法や技術的な質問をお問い合わせいただく前に、rekordboxサイト（rekordbox.com）に掲載されてい
るFAQをご確認ください。



17

その他
動作環境
rekordboxの最新情報（対応OSや動作環境など）については、rekordboxサイト（rekordbox.com）をご覧く
ださい。

著作権についてのご注意
rekordboxでは、著作権保護の対象となる音楽コンテンツの再生や複製が制限されています。

• 音楽コンテンツに著作権保護のための暗号データなどが埋め込まれているときは、プログラムが正しく動
作できないことがあります。

• 音楽コンテンツに著作権保護のための暗号データなどが埋め込まれていることを検知したときは、再生や
読み込みなどの処理を中止することがあります。
お客様が録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権法上、権利者に無断で使用できません。

• CD などから録音される音楽は、各国の著作権法ならびに国際条約で保護されています。また、録音した
者自身が、それを合法的に使用する上でのすべての責任を負います。

• インターネットなどからダウンロードされる音楽を取り扱う際は、ダウンロードした者自身が、ダウン
ロードサイトとの契約、各国の著作権法ならびに国際条約に則ってそれを使用する上でのすべての責任を
負います。

商標、ライセンス文
• rekordbox™は、AlphaTheta株式会社の商標または登録商標です。

• その他記載されている商品名、技術名および会社名などは、各社の商標または登録商標です。

(C) 2020 AlphaTheta株式会社　禁無断転載
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